
資料５ 

国有林の間伐業務の概要 

１．間伐業務の効率化の必要性 

我が国の人工林については、昭和３０年代から４０年代に植林した樹木が、

今後資源として本格的な利用が可能となる段階を迎えることから、これらの

間伐の推進に当たっては、林業の採算性の向上に向けて､より低コストで効率

的な作業システムの普及・定着等に積極的に取り組むことが必要となってい

る状況である。（下表：国有林における間伐業務の発注状況） 

 

２．国有林における間伐業務の発注状況 

平成 15 年度 ８千ｈa

平成 18 年度 ３１千ｈa

平成 21 年度（見込） ６３千ｈa

 

 

 

 

３．国有林の面積及び分布状況 

  国有林野面積は７５９万ha（我が国の森林面積の３割、国土面積の約２割） 

 

関東森林管理局 

近畿中国森林管理局 

九州森林管理局

四国森林管理局

中部森林管理局

東北森林管理局 

北海道森林管理局 
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４．間伐業務に係る年間役務費  

年間200億円程度 

 

５．外部資源の活用状況 

間伐は民間委託により以下のとおり実施。 

業務内容 ：間伐対象木の伐採及び当該作業に必要な作業路網の開設等 

委託先  ：民間林業事業体 

契約方法 ：一般競争入札（最低価格落札方式） 

契約実績 ：６２千ｈａ（平成２０年度実績） 

 

６．発注内容の見直しの効果 

現状では、年度毎に一般競争入札（最低価格落札方式）により委託されて

いるが、一定以上のまとまりのある人工林の区域の間伐においては、当該区

域を一括して複数年の契約とすることで、より効率的な線形での作業路網の

開設が可能となり、経費の縮減が可能と考えられる。 

 

■現在（各エリア毎に単年度の発注） 

Ｅ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ 

○発注時期（仮定）： 
・ Ａエリアは平成２２年度 
・ Ｂエリアは平成２３年度 
・ Ｃエリアは平成２４年度 
・ Ｄエリアは平成２５年度 
・ Ｅエリアは平成２６年度 

作業道・作業路 

      

■変更後（複数年度分をまとめて発注） 

Ｅ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ 

 

ＡエリアとＢエリア、ＢエリアとＣエ
リアなど、隣り合うエリアをまたいで
作業道・作業路を配置できるようにな
り、効率化が図れる。（隣のエリアで
の間伐のことも考えての作業道・作業
路の配置ができる） 
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７．議論のポイント 

（１）狭い地域での単年度入札を繰り返して間伐業務を行う現状では、中長期

的な林業事業者の育成や森林資源の保護ができないのではないか。 

（２）山林資源を保護し、中山間地域の産業を育成するためにも、広範囲な地

域において複数年度契約を行う公共サービス改革法に変更するべきではな

いか。 

（３）平成23年度から公共サービス改革法に基づく民間競争入札の全面的な導

入を行うべきではないのか。 

以上 


